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　銅を触媒とした環化反応により多様な置換基を有する1,6-ジヒドロピリジンを合成した。さらに酸触媒を作用させて天然物ハリシクラミン

Aの母骨格構造を構築可能な位置選択的二量化反応を開発した。 (J. Org. Chem. 2022, 87, 5938–5951.)。本反応は常温・金属触媒非

存在下で進行し、グラムスケールでの合成も可能である。

　また、巨大酵素 SfmC を活用した化学－酵素ハイブリッド合成法により、テトラヒドロイソキノリンアルカロイド類縁体群の迅速合成を達

成とした (Tetrahedron Chem. 2022, 1, 100010.)。
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